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Calculated MW: 44 kDa; Observed MW: 44 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ATPのアデノシル基をメチオニンに転移させてS-アデノシルメチオニンとトリポリリン酸を生成し、その後PPiとPiに切断される2段階反応を触媒します。S-アデノシルメチオニンは、ほとんどの生物学的メチル化におけるメチル基の供給源です。コードされているタンパク質はホモテトラマー（MAT I）またはホモダイマー（MAT III）として存在し、3番目の形態であるMAT II（γ）はMAT2A遺伝子によってコードされています。この遺伝子の変異は、メチオニンアデノシルトランスフェラーゼ欠損症と関連しています。
	研究分野
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	MAT1A 抗体を使用したラット肝臓溶解物中の MAT1A のウエスタンブロット分析。
	

	MAT1A 抗体を使用した、HSC、マウス肝臓溶解物中の MAT1A のウェスタン ブロット分析。

